
正
倉
院
伝
世
の
木
簡

一
、
木
簡
の
種
類

・
形
状
お
よ
び
数
量

①
木
札
　
献
物
牌
、
経
峡
牌
、
木
牌
（礼
服
櫃
・
漆
小
櫃
・
胡
禄
・
薦
蜜
袋
・
甘
車
裏

・
丁
香
袋
な
ど
に
付
着
す
る
）
等
、
約
四
〇
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
、
上
部
の
幅
を
や
や
狭
め
て
左
右
の
肩
を
丸
く
し
、
上
端
部
中
央
に

小
穴
を
穿

っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
切
り
欠
き
を
も
つ
付
札

・
荷
札
と
は
形
状
が

異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
本
項
目
に
入
れ
た
胡
禄
に
付
属
す
る
も
の
は
、
上
端

部
左
右
に
切
り
欠
き
が
あ
り
、
付
札
と
い
っ
て
よ
い
。

②
往
来
　
文
書
に
付
着
し
て
い
る
も
の
二
三
四
点
、
文
書
か
ら
離
れ
て
い
る
も

の
が
六
二
点
あ
る
。
往
来
の
題
簸
部
分
の
形
状
は
様
々
で
、
表
裏
と
も
に
同
文

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
軸
部
に
文
字
の
残
っ
て
い
る
例
が
あ
っ
て
、
注

意
さ
れ
る
。

⑤
文
書
　
正
倉
院
中
倉
に
は
、
雑
札
と
称
さ
れ
て
伝
世
し
た
も
の
が
五
点
、
金

銅
火
舎
に
付
属
す
る
も
の

一
点
が
あ
り
、
ま
た
、
近
年
、
正
倉
院
宝
物
残
材
調

査
で
新
た
に
四
点
が
発
見
さ
れ
、
計

一
〇
点
あ
る
。
い
ず
れ
も
短
冊
形
で
あ
る

が
、　
一
般
の
文
書
木
簡
に
は
あ
ま
り
例
の
な
い
長
大
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
用

途
と
あ
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
。

二
、
伝
来
の
過
程

伝
来
の
過
程
は
不
明
で
あ
る
が
、
木
札
は
正
倉
院
宝
物
に
附
属
し
て
伝
わ
っ

た
も
の
で
あ
り
、
往
来
は
文
書
に
附
属
し
、
あ
る
い
は
文
書
か
ら
離
脱
し
て
、

現
存
し
て
い
る
。
往
来
の
う
ち
に
は
、
ま
ま
、
軸
部
に
文
字
の
残
存
す
る
例
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
他
の
用
途
に
使
用
さ
れ
た
木
簡
を
転
用
し
、
新

た
に
往
来
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
正
倉
院
宝
物
の

残
材
調
査
は
、
昭
和
四
四
年
よ
り
口
五
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
宝
物
の
欠
損

部
分
や
剣
離
脱
落
し
た
部
分
と
の
照
合
の
結
果
、
そ
の
帰
属
が
明
白
と
な
っ
た

も
の
が
百
余
点
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
際
、
四
点
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
第
七

一
号
櫃
の
中
か
ら
資
料
⑦
③
、
琴
霧
類
残
材

一
箱
の
中
か
ら
資
料
③
⑩
が
発
見

さ
れ
た
。

三
、
木
簡
の
内
容

木
簡
を
史
料
と
し
て
利
用
す
る
場
合
、
単
に
記
載
内
容
を
理
解
す
る
の
み
な

ら
ず
、
木
簡
が
ど
こ
で
作
成
さ
れ
、
物
品
や
人
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
移
動
し

た
か
、
ま
た
、
な
ぜ
発
掘
遺
構
に
遺
棄
さ
れ
た
か
、
等
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
正
倉
院
伝
世
の
木
簡
は
、
こ
う
し
た
各
遺
構
か
ら
出
土
す
る
木
簡

と
は
意
味
あ
い
を
異
に
す
る
が
、　
一
方
、
正
倉
院
に
は
豊
富
な
文
書
が
伝
え
ら

れ
、
そ
の
う
ち
に
は
伝
世
木
簡
、
と
り
わ
け
文
書
木
簡
と
関
連
を
有
す
る
内
容

を
持
つ
文
書
も
あ
る
。
従
っ
て
、
正
倉
．院
に
伝
世
さ
れ
た
文
書
木
簡
は
、
木
簡

の
果
し
た
機
能
の
解
明
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
検
討
が
加

え
ら
れ
て
き
た
。
次
に
、
正
倉
院
伝
世
の
文
書
木
簡

一
〇
点
の
釈
文
を
示
し
、

そ
の
内
と
く
に
、
こ
れ
ま
で
正
倉
院
文
書
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
た
二
、
三
の

木
簡
に
つ
い
て
、
主
に
柳
雄
太
郎
氏
の
報
文
６
第
一
回
木
簡
研
究
集
会
記
録
』お
よ
び

Ｆ
く
ュ
ー
ジ
ア
ム
≧
三

一
号
所
載
論
文
）
に
基
づ
き
、
そ
の
概
略
を
記
す
。
釈
文
・材

質

・
法
量
等
は
、
松
島
順
正
編

『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
に
よ
る
。
な
お
、
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〕
内
の
数
字
は
、
大
日
本
古
文
書
編
年
文
書
の
巻
数
と
頁
数
を
示
す
。

（
マ
ゝ
）

①
名
装
東
司　
　
　
牒
寺
政
功
　
　
］い軸器釣仏五市
鞘
解
縛
平
誘
益
欠
官
い鮮
鞠
軋
辞
教
純
鮮
誠
施
背
評
‰
脳
踏
犠
計

（自
署
、
下
同
ジ
）

名

主

不

受

拇

録

状

故

牒

　

　

　

　

　

天
平
勝
費
五
空

一戸

廿
五
日
主
典
葛
井
連
『
犬

養

』

依

牒

旨

可

安

置

　

判
官
上
毛
野
君
『
真

人

』
　

　

　

　

判
官
潟
蔵
伊
美
士
弓

縄

万

呂

』

」
　

　

　

　

　

　

　

（檜

長
二

三

ｍ
幅
手

四
飢
）早

一一ノ
四

一合

②

名
仁
王
會
所

名
吊
帳
二
條

（杉

長
五
〇
・七
蝕
　
幅
四
ｏ工
蝕
）
〔十
二
ノ
四
二
九
〕

合
仏
五
十

一
像
舵
釉
鱒
触
�
腋
効
絣
ホ
剛
裏
布
各
八
尺
敷
吊
帳
二
條

一
麟
瓢
鰤
納
辛
積

一
合
」

一
町
嗣
夢

，
慰
四
尺
　
　
　
勝
賓
五
年
二
月
甘
八
日
別
営
史
生
山
田
史
β
人

散
位
内
蔵
男
万
呂

（廿
九
）

『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
五
年
二
月
庚
午
条
に
、
「
於
工
東
大
寺
一設
三
百
高
座
一

講
二仁
王
経
一。
是
日
瓢
風
起
、
説
経
不
レ
克
。
於
レ
後
、
以
工
四
月
九
日
一講
説
、

瓢
風
亦
発
」
と
み
え
、
①
②
の
木
簡
は
そ
の
年
月
日
か
ら
す
る
と
、
勝
宝
五
年

三
月
二
九
日
に
東
大
寺
で
催
さ
れ
た
仁
王
会
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
①
に
み

え
る

「
装
束
司
」
は

「
装
東
仁
王
会
（講
）司
」
、
②
に
み
え
る

「仁
王
会
所
」
は

「
仁
王
経
会
所
」
の
略
称
で
、
「
装
東
司
」
と

「仁
王
会
所
」
と
は
、
互
い
に
所

管

・
被
管
の
関
係
に
あ
っ
た
。

①
に
み
え
る

「
仏
五
七
鋪
」
と

「宝
頂
川
三
蓋
」
は
、
仁
王
会
の
た
め
の
用

度
品
で
あ
り
、
「
辛
横
二
合
」
と

「仏
御
横
」
が
そ
の
容
器
で
あ
る
。
装
東
司
は

仁
王
会
に
先
立

っ
て
、
そ
れ
ら
の
用
度
品
と
容
器
の
保
管
を
、
造
東
大
寺
司
次

官
の
佐
伯
大
夫
公
「毛
人
）
の
宣
に
よ
り
、
写
経
所
に
安
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
、
装
東
司
が
、
仁
王
会
を
営
む
た
め
に
臨
時
に
設
置
さ
れ
た
宮

司
で
あ
っ
た
か
ら
ら
し
い
。
し
か
し
、
何
故
か
写
経
所
の
案
主
が
受
け
取
ら
な

か
っ
た
の
で
、
装
東
司
は
事
情
を
記
し
て
造
東
大
寺
司
政
所
に
宛
て
た
の
が
、

木
簡
①
で
あ
る
。
①
で
は
、
別
筆
で
造
東
大
寺
司
の
判
官
上
毛
野
君
真
人
が
牒

旨
に
よ
っ
て
安
置
す
べ
き
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
ま
た
、
写
経
所
の
上
馬
養
が

物
品
を
点
検
受
領
し
た
こ
と
、
仁
王
会
終
了
後
の
四
月

一
六
日
に
そ
れ
ら
の
物

品
を
返
送
し
た
旨
、
馬
養
の
筆
で
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、木
簡
①
は
、

装
束
司
か
ら
造
東
大
寺
司
を
経
て
写
経
所
へ
送
ら
れ
て
き
た
用
度
品
の
送
り
状

を
も
い
ぅ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
①
に
関
係
あ
る
文
書
が
二
通
あ
り
、
そ
の
内
の

一
通

「
写
経
所
仏
像
箸
収
受
注
文
ふ
十
二
ノ
六
一
〕
に
よ
れ
ば
、
仏
五
七
鋪
ほ

か
の
品
物
を
、
二
月
二
五
日
に
受
け
取
っ
た
こ
と
を
上
馬
養
が
記
し
て
お
り
、

ど 案



①
が
発
行
さ
れ
た
そ
の
日
の
内
に
右
の
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
①
が

用
度
品
の
送
り
状
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
他
の

一
通

〔
十
二
ノ
四

三

一
〕
は
、
四
月

一
六
日
の
佐
伯
宿
祢
の
宣
に
よ
り
、
幸
積

一
合
を
薬
師
寺
に

返
送
し
た
内
容
を
も
ち
、
こ
れ
も
①
の
記
載
と

一
致
し
て
い
る
。

木
簡
②
は
全
文
同
筆
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
法
量
も
①
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
日
付
け
の
次
に
み
え
る
山
田
史
浄
人
と
内
蔵
男
万
呂
は
仁
王
会
所
の

別
当
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
②
は
仁
王
会
所
で
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
こ
の
木
簡
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
異
な
っ
た
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
即

ち
、
東
野
治
之
氏
は
、
正
倉
院
に
伝
世
す
る
②
ど
⑤
の
木
簡
に
は
、
物
品
の
員

数

。
日
付

・
官
人
名
が
共
通
し
て
み
え
、
①
④
に
は

「
検
納
如
件
」
と
み
え
る

と
こ
ろ
か
ら
、
②
？
③
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
物
品
を
授
受
し
た
際
の
記
録
で

あ
り
、
倉
柁
に
類
似
す
る
性
格
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。　
一
方
、

『
平
城
宮
発
据
調
査
報
告
Ⅱ
』
（第
Ⅵ
一Ｃ

で
は
、
②
？
⑥
は
い
ず
れ
も
品
物
に
そ

え
た
札
と
解
し
て
お
り
、
ま
た
、
柳
雄
太
郎
氏
は
、
①
で
写
経
所
に
安
置
さ
れ

て
い
た
物
品
を
、
仁
王
会
の
前
日
に
当
る
二
八
日
に
、
仁
王
会
の
設
営
に
必
要

な
た
め
、
仁
王
会
所
が
受
け
取

っ
た
際
に
用
度
品
に
添
え
た
木
簡
で
、
幸
横
に

添
付
さ
れ
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。

①

名
定
坐
火
嬉
董
合
奮
辞
合
右
依
員
検
納
処
ど

名
五
月
廿
三
日
史
生
汀
内
豊
継
」

（杉

長
三

一
芸
一
蝕
　
幅
三
・四

伽
Ｘ
『
正
倉
院
棚
別
目
録
」
九
七
頁
〕

①
　
「銅
釜
董
口
右
依
源
諏
脚
鞠
件

九
裁
正
月
廿
七
日
史
生
河
肉
豊
継
」

（杉

長
二
四
・
八

皿
　
幅
三
・五
蝕
）
〔
十
三
ノ
二
一
三
〕

③
①
に
み
え
る
河
内
豊
継
は
、
造
東
大
寺
司
の
史
生
と
し
て
、
正
倉
院
文
書

に
散
見
す
る
。

③

。「法
花
経
疏

一
部
十
二
巻
士［蔵
師
□

右
依
飯
高
命
婦
賓
字
元
年
間
八
月
十
日
宣
奉
請
内
裏
」

名
使
召
継
合
人
条
女
家
万
呂

剣
官
川
内
豊
師
　
　
主
典
阿
刀
連
」

（檜

長
二
九
ｍ
　
幅
四
二

∞
Ｘ
十
三
ノ
〓
二
七
〕

⑥

。「
　
　
　
　
　
阿
閑
豊
庭
　
子
部
多
夜
須
　
山
部
吾
方
万
呂

可
返
上
筆
　
一二
嶋
子
公
　
丸
部
人
主
　
　
信
濃
虫
万
呂

丈
部
子
虫
　
一二
嶋
百
兄
　
　
安
宿
廣
成
　
　
」

。「
　
　
　
　
　
前
部
倉
主
　
秦
忍
国
　
　
　
若
倭
部
国
棒

余
乙
虫
　
　
住
道
小
梗
　
　
高
東
人

忍
海
廣
次
　
指
軍
水
道
　
　
　
　
　
　
　
」

（杉

長
二
八
・Ｏ

甑
　
幅
四
・
七
∪
〔
十
三
ノ
二
四
〇
〕

東
野
治
之
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
⑤
③
は
造
東
大
寺
司
写
経
所
の
官
人
他
田

水
主
の
筆
に
な
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
従

っ
て
、
⑤
⑥
の
本
簡
は
、
と
も

に
写
経
所
に
お
い
て
事
務
処
理
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
③
の
用

途
に
つ
い
て
、
東
野
氏
は
、
経
典
貸
出
し
の
際
の
記
録
で
、
奉
請
状
の
要
項
を

」聖
え
た
も
の

（正
倉
院
文
書
の
な
か
に
は
、
〔十
一
ノ
五
五
一Ｃ
の
ご
と
く
、
紙
に
記
さ
れ

た
奉
請
状
が
存
す
る
）

と
さ
れ
た
が
、
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅱ
』
で
は
、
経
巻
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の
添
札
と
解
し
て
い
る
。
③
の
用
途
に
つ
い
て
、
東
野
氏
は
、
筆
の
返
上
を
命

じ
た

一
種
の
下
達
文
書
と
理
解
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
柳
氏
は
、
正
倉
院
に
実
用

品
と
み
ら
れ
る

一
七
本
の
筆
が
現
存
す
る
が
、
そ
の
数
は
、
⑥
の
木
簡
に
列
記

さ
れ
て
い
る

一
七
名
の
写
経
生
の
人
数
と

一
致
し
、
偶
然
と
は
考
え
が
た
い
。

一上
座
□
．浄

（切
込
切
換
）

天
平
勝
宝
二
年
二
月
甘
四
日
の
写
書
所
解

〔
十
ノ
四
四
を
四
五
〕
等
を
参
照
す

れ
ば
、
写
経
所
が
造
東
大
寺
司
に
筆
の
支
給
を
申
請
す
る
に
際
し
て
は
、
返
上

す
べ
き
筆
と
と
も
に
、
写
経
生
の
歴
名
を
記
し
た
木
簡
を
添
え
る
こ
と
が
あ

っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
定
し
て
お
ら
れ
興
味
深
い
。

真
珠
廿
丸
　
一日
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
一　
水
精
玉
十
三
丸
一
蘭
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
綱
□
□
樺
上
纏
籐

婉
珀
対
二
丸
相
敏
子
十
丸
　
水
精
合
子
□
合
一
同
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
‐―
赤
□
□
綬

鈍

□
□
銀
小
壺

一
合
　
　
　
潔
阿
日
Ｈ
Ｈ
訓
汁
「
日
日
Ｈ
緋
地
錦
暴
百
Ｈ
Ｈ
川
地
錦
口

」

（杉

長
入
Ｏ

ｍ
　
幅
六
・八

血
）

遥

□
物
所
□
□
可
検
定

上
毛
野
君
墓

メ

管
加
艦

回

咽
鰤
ｍ

Ш

破
壊
之

□
綱
都
那
仙
主
日
Ｈ

「
天
不
賓
字
五
年

回
月

一
日
日
日
日
日

右
自
三
綱
所
日
Ｈ

名
□
火
燎
薫
具

奮
拾
武
口

名
都
維
那
□
回

可
信
□
泰

右
為
爾
日
日
日
――
日
日
日
日
日
――
日
一麿
下
付
口
日
□
三
鳴
触
長
」

Ｈ
□
葛
口
□
足

口

」

□
日
検
納
　
　
　
　
Ｈ
□
金
銅
轄
壊
帯
査
日
Ｈ

同
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
賣
米
充
日
日
日

Ｌ

（杉

長
七
六

ｍ
　
幅
六

ｍ
）

移

長

一
〇
一一孟

幅
≡

五
∪



⑩
　
「日
□
　
　
　
　
　
　
回
少
□
宮
葛
井
連
荒
海

□
泰
　
　
　
　
　
　
史

生
大
和
虫
麻
畠

□
回
　
　
　
　
□
□
志
斐
枚
万
呂
」

（彰

長
一
〇
二
血
　
幅
六
・Ｏ
ｍ
）

⑦
ぞ
①
は
、
正
倉
院
宝
物
残
穂
調
査
の
際
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
形
状
は

い
ず
れ
も
長
大
で
短
冊
．形
で
あ
り
、
唐
櫃
に
付
し
、
物
品
の
出
納
を
記
し
た
帳

簿
的
な
木
簡
で
あ
る
。
②
に
は
三
本
の
横
罫
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
◎

①
の
下
端
に
横
に
な
ら
ぶ
穴
が
二
列
に
わ
た
っ
て
穿
た
れ
て
い
て
、
楽
器
な
ど

の
他
の
器
物
に
転
用
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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